
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2023年８月９日

【四半期会計期間】 2024年３月期（第147期）第１四半期

（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

【会社名】 信越化学工業株式会社

【英訳名】 Shin-Etsu Chemical Co., Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　斉藤　恭彦

【本店の所在の場所】 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号

【電話番号】 ０３（６８１２）２３００

【事務連絡者氏名】 総務部長　　足立　幸仁

【最寄りの連絡場所】 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号

【電話番号】 ０３（６８１２）２３００

【事務連絡者氏名】 総務部長　　足立　幸仁

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

株式会社名古屋証券取引所

（名古屋市中区栄三丁目８番20号）

 

EDINET提出書類

信越化学工業株式会社(E00776)

四半期報告書

 1/18



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
2023年３月期
第１四半期連結
累計期間

2024年３月期
第１四半期連結
累計期間

2023年３月期

会計期間
自　2022年４月１日
至　2022年６月30日

自　2023年４月１日
至　2023年６月30日

自　2022年４月１日
至　2023年３月31日

売上高 （百万円） 656,707 599,201 2,808,824

経常利益 （百万円） 262,633 217,115 1,020,211

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 184,124 153,633 708,238

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 305,432 184,910 1,000,984

純資産額 （百万円） 3,532,947 4,102,042 4,026,209

総資産額 （百万円） 4,173,111 4,757,574 4,730,394

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 89.26 76.13 347.84

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） 89.20 76.06 347.61

自己資本比率 （％） 81.8 82.8 81.8

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

　　　２．2023年４月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行いました。「１株当たり四半期（当期）

純利益金額」及び「潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額」は、「１株当たり当期純利益に

関する会計基準」に基づき、2023年３月期の期首に株式分割が行われたと仮定して算出しています。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績

　当第１四半期連結累計期間は、前年度後半に発現した経済と市場の情勢が全般として好転することなく、当社

の主要製品の関わる分野で調整が続きました。その中にあって当社は、顧客との意思疎通を密に保ち、求められ

る品質の製品を安定供給し、機敏な販売を遂行しました。その結果、前年同期比では減益となったものの、前四

半期比では増益となりました。経済情勢は楽観を許さないとの認識のもと、業績の伸長に取り組んでいきます。

今後とも、顧客にとって価値ある製品の開発を急ぎ、かつ顧客と市場からの要望・需要に適時に応えられるよ

う、中長期の展望を持って、投資と開発を継続します。

 

　当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高は、前年同期に比べ8.8％（575億６百万円）減少し、5,992億１百

万円となりました。営業利益は、前年同期に比べ23.6％（588億円）減少し、1,908億２千万円となり、経常利益

は、前年同期に比べ17.3％（455億１千８百万円）減少し、2,171億１千５百万円となりました。また、親会社株

主に帰属する四半期純利益は、前年同期に比べ16.6％（304億９千１百万円）減少し、1,536億３千３百万円とな

りました。

 

　セグメントごとの状況は以下のとおりです。

 

[生活環境基盤材料事業]

　塩化ビニルに関しては、中国における建設や住宅投資の弱さから、輸出圧力が収まらず、市況の改善が期待

通りに進みませんでした。か性ソーダについても、同様な状況でした。

　その結果、当セグメントの売上高は、前年同期に比べ17.0％（493億６千６百万円）減少し、2,404億１千７

百万円となり、営業利益は、前年同期に比べ37.6％（484億１千４百万円）減少し、801億７千９百万円となり

ました。

 

[電子材料事業]

　半導体市場は、昨年秋以降の調整局面が当該期でも続きました。その収束にはまだ時間を要すると見込まれ

ます。そのような事情のなか、シリコンウエハー、フォトレジスト、マスクブランクス等の半導体材料を計画

通りに出荷することに注力しました。希土類磁石も、ハードディスクドライブ向けや産業機器用で調整が続き

ましたが、他市場向けへの拡販に努力しました。

　その結果、当セグメントの売上高は、前年同期に比べ4.5％（94億１千万円）増加し、2,205億２千７百万円

となり、営業利益は、前年同期に比べ3.3％（25億４千８百万円）増加し、800億５千３百万円となりました。

 

[機能材料事業]

　汎用製品群で在庫調整や市況下落の影響を受けましたが、機能性の高い製品群で収益を補うことに努めまし

た。

　その結果、当セグメントの売上高は、前年同期に比べ13.6％（170億８千３百万円）減少し、1,080億６千８

百万円となり、営業利益は、前年同期に比べ30.1％（110億５千１百万円）減少し、256億５千２百万円となり

ました。

 

[加工・商事・技術サービス事業]

　半導体ウエハー関連容器は300mm用を中心に販売好調で、自動車用入力デバイスも自動車産業の回復を受け堅

調を維持しました。食品包装用塩ビラッピングフィルムはインバウンド需要の増加を背景に外食産業向けの販

売が伸びました。

　その結果、当セグメントの売上高は、前年同期に比べ1.5％（４億６千８百万円）減少し、301億８千７百万

円となり、営業利益は、前年同期に比べ22.5％（15億７千８百万円）減少し、54億３千９百万円となりまし

た。
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（２）財政状態

　当第１四半期連結会計期間末（以下「当四半期末」という。）の総資産は、前連結会計年度末（以下「前期

末」という。）に比べて271億８千万円増加し、４兆7,575億７千４百万円となりました。主に円安の影響を受け

在外連結子会社の円換算額が増加しました。

　当四半期末負債合計額は、前期末に比べ486億５千４百万円減少し、6,555億３千１百万円となりました。主に

法人税等の未払額や買入債務が減少しました。

　当四半期末純資産は、前期末に比べ758億３千３百万円増加し、４兆1,020億４千２百万円となりました。これ

は、剰余金の配当による減少の一方、親会社株主に帰属する四半期純利益や円安に伴う為替換算調整勘定の増加

等によるものです。

　その結果、自己資本比率は、前期末に比べ1.0ポイント上昇し、82.8％となりました。

 

 

（３）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社、連結子会社及び持分法適用会社）が優先的に対処

すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はありません。

 

 

（４）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間における当社グループ（当社及び連結子会社）の研究開発費は15,548百万円です。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 8,000,000,000

計 8,000,000,000

　　　　　（注）2023年１月26日開催の取締役会決議により、2023年４月１日付で同日付の株式分割に伴う定款の変更を

　　　　　　　　行い、発行可能株式総数は、6,280,000,000株増加し、8,000,000,000株となっています。

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2023年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2023年８月９日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,024,122,965 2,024,122,965

㈱東京証券取引所

　プライム市場

㈱名古屋証券取引所

　プレミア市場

単元株式数

100株

計 2,024,122,965 2,024,122,965 － －

　　　　　（注）2023年１月26日開催の取締役会決議により、2023年４月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式

　　　　　　　　分割を行っています。これにより、発行済株式総数は1,619,298,372株増加し、2,024,122,965株となっ

　　　　　　　　ています。

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金
増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2023年４月１日
（注）

1,619,298 2,024,122 － 119,419 － 120,771

　　　　　（注）発行済株式総数の増加は、普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行ったことによります。

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2023年３月31日）における株主名簿に基づいて記載していま

す。従って、下表には、2023年４月１日付で普通株式１株につき５株の割合で実施した株式分割は反映されてお

らず、分割前の株式数及び議決権の個数を記載しています。

 

①【発行済株式】

    2023年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,315,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 403,156,800 4,031,568 －

単元未満株式 普通株式 352,593 －
１単元（100株）

未満の株式

発行済株式総数  404,824,593 － －

総株主の議決権  － 4,031,568 －

（注）「完全議決権株式（自己株式等）」の欄は、全て当社保有の自己株式です。

 

②【自己株式等】

    2023年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数
の合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

信越化学工業

株式会社

東京都千代田区丸の

内一丁目４番１号
1,315,200 － 1,315,200 0.33

計 － 1,315,200 － 1,315,200 0.33

（注）2023年６月30日現在の自己株式数は、5,686,705株（株式分割後）です。

　なお、2023年７月27日開催の取締役会にて、上限30,000,000株（取得価額上限1,000億円）の自己株式

を2023年７月28日から2023年12月29日に取得し、取得した全株式を2024年１月11日に消却することを決

議しました。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しています。

 

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けています。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,449,617 1,429,919

受取手形、売掛金及び契約資産 472,557 494,173

有価証券 151,031 127,534

棚卸資産 688,477 695,434

その他 107,535 106,898

貸倒引当金 △5,695 △6,536

流動資産合計 2,863,524 2,847,423

固定資産   

有形固定資産   

機械装置及び運搬具（純額） 877,848 875,398

その他（純額） 640,341 682,538

有形固定資産合計 1,518,190 1,557,937

無形固定資産 10,351 10,324

投資その他の資産   

投資その他の資産 344,380 348,479

貸倒引当金 △6,051 △6,591

投資その他の資産合計 338,328 341,888

固定資産合計 1,866,870 1,910,150

資産合計 4,730,394 4,757,574
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 185,006 163,272

短期借入金 10,998 11,178

引当金 4,942 3,739

その他 306,863 278,807

流動負債合計 507,810 456,997

固定負債   

長期借入金 18,812 18,611

退職給付に係る負債 36,933 37,115

その他 140,628 142,806

固定負債合計 196,375 198,533

負債合計 704,185 655,531

純資産の部   

株主資本   

資本金 119,419 119,419

資本剰余金 128,320 128,312

利益剰余金 3,310,205 3,352,267

自己株式 △22,891 △19,796

株主資本合計 3,535,053 3,580,203

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 31,511 35,998

繰延ヘッジ損益 △410 △4,785

為替換算調整勘定 297,855 318,936

退職給付に係る調整累計額 6,385 6,677

その他の包括利益累計額合計 335,341 356,826

新株予約権 3,814 3,426

非支配株主持分 151,999 161,587

純資産合計 4,026,209 4,102,042

負債純資産合計 4,730,394 4,757,574
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

売上高 656,707 599,201

売上原価 356,189 358,002

売上総利益 300,517 241,198

販売費及び一般管理費 50,897 50,377

営業利益 249,620 190,820

営業外収益   

受取利息 727 12,573

為替差益 10,244 11,869

その他 3,803 4,599

営業外収益合計 14,776 29,043

営業外費用   

支払利息 264 687

固定資産除却損 493 836

その他 1,005 1,224

営業外費用合計 1,763 2,748

経常利益 262,633 217,115

特別利益   

投資有価証券売却益 - 7,114

特別利益合計 - 7,114

税金等調整前四半期純利益 262,633 224,229

法人税、住民税及び事業税 61,240 53,479

法人税等調整額 5,479 7,946

法人税等合計 66,719 61,426

四半期純利益 195,913 162,803

非支配株主に帰属する四半期純利益 11,789 9,170

親会社株主に帰属する四半期純利益 184,124 153,633
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

四半期純利益 195,913 162,803

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △646 4,511

繰延ヘッジ損益 △109 △4,359

為替換算調整勘定 110,056 21,649

退職給付に係る調整額 △37 305

持分法適用会社に対する持分相当額 255 △1

その他の包括利益合計 109,518 22,106

四半期包括利益 305,432 184,910

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 291,661 175,117

非支配株主に係る四半期包括利益 13,771 9,792
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

連結会社以外の会社等の金融機関借入金等に対し、次のとおり債務保証を行っています。
 

 
前連結会計年度
（2023年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2023年６月30日）

従業員（住宅資金ほか） ２百万円 ２百万円

   

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりです。
 

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2022年４月１日
至 2022年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2023年４月１日
至 2023年６月30日）

減価償却費 46,513百万円 51,804百万円

のれんの償却額 232 208

 
 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月29日
定時株主総会

普通株式 103,861 250 2022年３月31日 2022年６月30日 利益剰余金

 
Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月29日
定時株主総会

普通株式 110,965 275 2023年３月31日 2023年６月30日 利益剰余金
 
 

（注）2023年４月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行いました。上記の「１株当たり配当

額」は、基準日が株式分割日前のため、当該株式分割前の実際の額を記載しています。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント

調整額

（注）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）
 

生活環境基盤

材料事業
電子材料事業 機能材料事業

加工・商事・

技術サービス

事業

計

売上高        

外部顧客への

売上高
289,783 211,117 125,151 30,655 656,707 - 656,707

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

1,158 2,132 7,887 27,314 38,492 (38,492) -

計 290,941 213,249 133,038 57,970 695,199 (38,492) 656,707

セグメント利益 128,593 77,505 36,703 7,017 249,820 (200) 249,620

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っており、「調整額」は、セグメント間取引消去

によるものです。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント

調整額

（注）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）
 

生活環境基盤

材料事業
電子材料事業 機能材料事業

加工・商事・

技術サービス

事業

計

売上高        

外部顧客への

売上高
240,417 220,527 108,068 30,187 599,201 - 599,201

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

1,487 1,871 6,510 36,187 46,056 (46,056) -

計 241,905 222,399 114,578 66,375 645,258 (46,056) 599,201

セグメント利益 80,179 80,053 25,652 5,439 191,324 (503) 190,820

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っており、「調整額」は、セグメント間取引消去

によるものです。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。
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（収益認識関係）

　　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

　　Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

（単位：百万円）
 

 報告セグメント

合計
 

生活環境基盤
材料事業

電子材料事業 機能材料事業
加工・商事・
技術サービス
事業

外部顧客への売上高      

国内で生産 29,929 163,097 73,301 21,683 288,012

海外で生産 259,853 48,020 51,849 8,971 368,695

計 289,783 211,117 125,151 30,655 656,707

 

　　Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

（単位：百万円）
 

 報告セグメント

合計
 

生活環境基盤
材料事業

電子材料事業 機能材料事業
加工・商事・
技術サービス
事業

外部顧客への売上高      

国内で生産 29,718 178,632 68,862 22,027 299,240

海外で生産 210,699 41,895 39,205 8,160 299,961

計 240,417 220,527 108,068 30,187 599,201
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりです。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年６月30日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 89円26銭 76円13銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
184,124 153,633

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（百万円）
184,124 153,633

普通株式の期中平均株式数（千株） 2,062,871 2,018,063

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 89円20銭 76円06銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（百万円）
△12 △26

 （うち子会社新株予約権調整額）（百万円） (△12) (△26)

普通株式増加数（千株） 1,231 1,414

 （うち新株予約権）（千株） (1,231) (1,414)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

 

2021年ストック・オプション
　(新株予約権方式)

  新株予約権の数　3,345個

 

2023年ストック・オプション
　(新株予約権方式)

 新株予約権の数　3,480個

（注）2023年４月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行いました。「１株当たり四半期純利益金

額」及び「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額」は、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」に

基づき、前連結会計年度の期首に株式分割が行われたと仮定して算出しています。

 

 

２【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

　　　　2023年８月７日

信越化学工業株式会社

取締役会　御中
 

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 剣持　宣昭

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 金澤　　聡

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 川脇　哲也

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている信越化学工業

株式会社の２０２３年４月１日から２０２４年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（２０２３年４

月１日から２０２３年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（２０２３年４月１日から２０２３年６月３０日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、信越化学工業株式会社及び連結子会社の２０２３年６月３０日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績 を適正に表示していないと信じさせる事項が全

ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会 の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認
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められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか

結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期

連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でな

い場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、

四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸

表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる

事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保

管しています。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

信越化学工業株式会社(E00776)

四半期報告書

18/18


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３経営上の重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

